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令和７年度「授業改善推進プラン」（全体計画）

■児童・生徒の学力の状況 ■授業革新推進に向けた、指導上の課題

○「全国学力・学習状況調査」の結果から、全国平均
と比較すると平均正答率で国語、数学、理科の全てで
上回っており、日々の取組が基礎学力の定着に結び付
いていることが分かる。
○定期テスト等の状況から、事実的な知識を問う問題
の正答率は高いが、論理的に考えて説明する概念的な
知識の正答率は低い。

○教科書などの資料から読み取ったことを文章にまと
める時間が、十分に確保しきれていない。
○生徒同士で、授業中にお互いの考えを伝える時間
が、以前より改善が見られるものの、生徒の様子から
はまだ不足を感じる。
○生徒が主体的に学習に取り組むことができる授業づ
くりを展開するに当たり、教員の教材研究の時間が十
分に確保できない。

板橋区立 学校志村第一中

カリキュラム・マネジメントの推進
ICT環境の適切な維持と活用

個別最適な学び・協働的な学びの実現

■学校経営方針より（学力向上に関わる内容から）

○生徒が互いに関わり合い、他者と協働し探究する活動が中心となるような授業革新を進める。
○生徒が「学ぶ喜び」を実感し、自ら学び続けることができる持続可能な授業づくりを進める。
○各教科での粘り強い反復学習等を通じて「基礎的読解力」を育成し、確かな学力の定着をめざす。

■授業革新推進に向けての具体的な方策

板橋区授業スタンダードＳの徹底 読み解く力の育成 総合的な学習の時間との連携

○７学年は「環境教育」の視点から、
移動教室の事前・事後学習を通して自
然環境の豊かさを守るための取組につ
いて主体的に学習に取り組む。
○８学年は「キャリア教育」の視点か
ら、職場体験学習を通じて生涯にわた
る学びの循環へと繋がる取組を行う。
○９学年は自らの国や地域に誇りをも
つ「郷土愛」の視点から、３年間を通
して「平和学習」を行い、平和の大切
さと国を愛する心を学ぶ取組を行う。

○８学年の総合的な学習の時間で「郷土
愛」をテーマに探究的な学習を行う。板
橋区で生活している中で感じた板橋区に
関する「課題の設定」を行い、図書館や
インターネットを通じて必要な「情報収
集」を行う。集めた情報をスライドにま
とめ、個人で発表することを通して「整
理・分析」し、グループでの協働活動を
通して出てきた解決策や意見を「まと
め・表現」する課程を経て、自分の考え
や課題を新たにしていく。

○長期休業中の課題として「すららド
リル」に取り組ませることで、生徒の
一人一台端末を有効に活用し、個別最
適な学びの実現や、基礎学力の定着を
目ざす。
○日々の授業の話し合い活動の場面で
「ＦｉｇＪａｍ」などを活用すること
で、より効果的な協働的な学びの実現
をめざす。

○定期的に校内研修会を行い、授業を参
観する機会を増やす。「学習課題・めあ
ての設定→自力解決→集団解決→まと
め・振り返り」の授業の流れを全教員で
徹底すしつつ、自己調整、自己選択の場
面を取り入れた授業を展開する。

○定期的に教員同士で指導案検討会を行う。
日頃から１つの授業の中に１回程度、「文章
や資料の読み取り→分かったことや考えたこ
とを文章にまとめる→相手に伝える」という
場面を設定した授業づくりを行う。

○「ＳＤＧｓ」及び「郷土愛」を全校共
通の視点として、日々の各教科等での取
組を校外学習などの事前・事後学習と結
び付けて探究的な活動を行うことができ
るようにする。

■いたばし学び支援プラン２０２５の実現に向けた具体的な取組

小中一貫教育の推進
板橋のiカリキュラムの活用




